
ー-m 936 
!，，， iX 
山(片-
L、中山
げ 央主主
き IJll さ
j)ん

初
日 本
ケ

li 町

昭和60年 6月16日

先行

編 集

屯話

印刷

第 937号

上凶市

(大手一丁目11番16号J

秘古課

上回⑫4100内線205

田 辺印 刷

AU、
毎月 1日 ・16日発行

え
。

守川
μ

広報

iJIl七
八

山
本
柴
保
さ
ん

(常
田
二

)

d
H
Z
F
さ
ん

三
1
4
4

4旬
月
-
5
1
4
d
-
電
園
司
ノ

安
川
ツ
ネ
さ
ん

高
桑
一
哲
さ
ん

〔
中
央
二
ご

島

八

〆
ぺ
町
ぷ
刊
『
4
J州
μ
ワ
-
ノ

竹
内
さ
く
さ
ん

(
常
田
二
)

黒

坂

勝

さ

ん

長日

A
F
E
F
a川老

束 中
即l常
山 田

市民が長い間待ち望んでいた、小牧橋とその取付道路(国分 ・川辺町線)がついに完成し、 5月29日には

約 1，000人が参加する中で開通式を行いました。写真=吉村知事 (右から 6人目)、永野市長(左から 6人目)

などによるテープカ ッ ト (関連記事2・3ページ)

八 七
五 八

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 7月 1日

(月)午前 9時から正午まで 、市役所

3階市長室で行います。

制
M

悶
い
H
町
凶

農地問題相談日

「農地問題相談」を 7月 1日(11)

午前 8時30分から午後 5時 まで、

市役所2階農業委員会事務局で打

います。

2 • 3ページ

4~7 ページ

8・9ページ

ー 10・11ページ

......... 12~15ページ

一16ペーシ、

市民待望の小牧橋が開通

6月定例市議会、第二次長期基本構想、を提案・・・・

11万市民の家計簿・

水道料金の計算はこのように・

お知らせ・・・

カメラレポ...

な内容王
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待

え広報うE ・・・・・937 

三世代御夫婦・ 8組が先頭で渡り初めをしました

市
街
地
の
千
曲
川
に
架
か
る
。
第
三
の
橋
。
小
枚
橋
と
そ
の
取
付
道

路
の
国
分
・
川
辺
町
線
が
つ
い
に
完
成
し
、
五
月
二
十
九
日
に
は
開
通

式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
通
式
に
は
約
一
千
人
が
出
席
し
、
永

野
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
卜
な
ど
に
続
き
、
三
世
代
御
夫
婦
・

八
組
を
先
頭
に
全
員
が
渡
り
初
め
を
し
ま
し
た
。
小
牧
橋
は
、
朝
夕
の

交
通
渋
滞
解
消
と
左
岸
地
区
の
農
産
物
の
輸
送
力
ア
ッ
プ
を
ね
ら
い
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
橋
の
長
さ
は
三
百
八
十
日
と
、
上
田
橋
(
二

百
六

M
)、
古
舟
橋
(
二
百
七
十

M
)
を
し
の
ぎ
、
市
内
最
長
を
誇
り
ま

す
。
総
事
業
費
は
、
約
三
十
四
億
七
千
万
円
で
し
た
。

三
世
代
御
夫
婦
を

先
頭
に
渡
り
初
め

五
月
二
十
九
日
の
開
通
式
は
、
午

前
十
一
時
か
ら
国
分
側
の
橋
上
で
、

吉
村
知
事
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
永

野
市
長
を
は
じ
め
地
元
住
民
の
皆
さ

ん
な
ど
、
約
一
千
人
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
永
野
市
長
か
ら
「
こ
の
橋

は
、
故
石
井
市
長
の
熱
意
を
私
が
受

け
継
ぎ
、
交
通
渋
滞
の
解
消
と
産
業

d 、

リ

'
f
e
)
L
L
I
L
-
-
'
F什
ヘ
ノ

い
で
き
ま
し
た
。
何
回
か
話
し
合
い

す
。
園
、
県
お
よ
び
地
権
者
の
皆
様

は
じ
め
、
御
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
後
、
開
通
の
テ

l
プ
カ
ッ
ト
、

花
火
の
打
ち
揚
げ
、
ク
ス
玉
割
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
市
消
防

音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
三
世

代
御
夫
婦
の
八
組
を
先
頭
に
全
員
が
、

国
分
側
か
ら
小
牧
側
へ
渡
り
初
め
を

し
ま
し
た
。
小
牧
側
で
は
、
開
通
を

祝
っ
て
か
け
つ
け
た
地
元
の
皆
さ
ん

の 品
通 を
勤 ， 向j
通 有
学 す
時 る
に i を
お も，) 

け 吊
る [1 と

交 t， t1. 
通 k ま
渋 斤 す
滞 J1

迎
え
ま
し
た
。

最
後
に
小
牧
橋
の
上
で
は
、
常
国
・

房
山
・
保
野
・
下
室
賀
の
各
獅
子
が

ど

づ

き

演
舞
し
た
り
、
上
田
原
土
掲
唄
が
披

露
さ
れ
、
開
通
式
に
花
を
添
、
え
ま
し

た
。な

お
、
渡
り
初
め
を
さ
れ
た
三
世

代
御
失
婦
・
八
組
の
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(
代
表
者
名
の
み
・
五
十
音
順
)

マ
北
常
田

1
一
之
瀬
歳
継
・
十
四
子

様
マ

秋

和

l
金
森
甲
子
郎
・
と
の
様

マ
川
辺
町
H

久
保
角
太
郎
・
は
る
様

マ
御

所

l
小
坂
井
孝

・
キ
ク
イ
様

マ

鈴

子

1
関
義
一
・
と
き
よ
様

マ
八
木
沢
H
H
馬
場
長
・
け
さ
じ
様

マ
下
之
郷

l
松
津
禎
治
・
利
う
様

マ
塩
田
新
町
H
H
山
極
辰
夫
・
や
す
様

全
長
四
・
二
キ
ロ
の

国
分
・
川
辺
町
線

小
牧
橋
は
、
朝
夕
の
交
通
渋
滞
解

消
と
千
曲
川
左
岸
地
区
の
農
産
物
を

関
東
方
面
へ
出
荷
す
る
場
合
の
輸
送

力
ア
ッ
プ
と
い
う
大
き
な
期
待
を
か

け
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
に
着
工
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
の
四
月
に
は
、
小
牧
側
と
国

分
側
を
結
ぶ
長
さ
三
百
八
十
灯
、
幅
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し
ま
し

d

l

開
通
を

祝
っ
て
か

7
つ
冷
た
地
一
花
の
皆
さ
ん

約
百
人
が
、
拍
手
で
渡
り
初
め
を
出

の lナ i
発継

展ぎ
を
願交
つ 通
て 13そ
建特
設 の
し 拝
た 肖
もと
の童
で 業

一
方
、
市
で
は
両
岸
の
取
付
道
路
の

用
地
交
渉
と
建
設
に
も
、
全
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
何
回
か
話
し
合
い

を
進
め
て
き
た
結
果
、
よ
う
や
く
地

元
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
が
得

ら
れ
、
国
道
一
八
号
線
の
国
分
か
ら

県
道
上
田
丸
子
線
の
川
辺
町
ま
で
、

約
四
・
二
キ
ロ

灯
の
国
分
・
川
辺
町

線
が
全
線
開
通
し
た
も
の
で
す
。

市
内
東
部
・
神
川
地
区
に
は
、
大

き
な
工
場
が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
が
、

小
牧
橋
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
上
田
橋
・
古
舟
橋
を
通

っ
て

い
た
通
勤
車
両
の
ほ
と
ん
ど
が
小
牧

白人a守同長市野、氷と目人向。
‘・勺カ左EJ' 

前事
円

M榊士
ロるすをめnリ4

T
 

度

開通を祝うクス玉劃り

約 1，000人が出席して行われた開通式

橋
を
利
用
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
上
回
橋
・
古
舟
橋
周
辺

の
通
勤
通
学
時
に
お
け
る
交
通
渋
滞

は
、
か
な
り
緩
和
さ
れ
そ
う
で
す
。

市
で
は
、
二
年
前
か
ら
交
通
渋
滞

解
消
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
六
月
に
「
通
過

交
通
量
調
査
」
と
「
マ
イ
カ
ー
所
要

時
間
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
六
月
十
七
日
間
か
ら
六
日
間

こ
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
が
、
交
通

渋
滞
が
ど
の
く
ら
い
緩
和
さ
れ
た
か

は
、
こ
の
調
査
の
結
果
に
よ
り
明
ら

か
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

、J

/ 

獅子舞い(写真=常田獅子)なども披露されました

昨
年
の
四
月
に
は
、
小
牧
側
と
国

分
側
を
結
ぶ
長
さ
三
百
八
十
日
、
幅

十
一

日
の
矯
本
体
か
完
成
し
ま
し
た
。
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第二次長期基本構想を提案
6月定例市議会が、 6月 3日から始まりま した。

l市議会は、6月26日まで24日間の会期で聞かれます。

:今回は、昭和70年度を目標とした「第二次上田市長

:期基本構想案」、企業立地の促進などを図る 「上田市

:商工業振興条例の制定案Jr昭和60年度上田市一般会;

:計補正予算案」など22議案が提案 ・審議さ れていま

:す。

市
長
提
案
説
明
要
旨

今
回
は
、
第
二
次
上
田
市
長
期
基

本
構
想
を
提
案
し
ま
し
た
。

上
田
市
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
に

昭
和
六
十
年
度
を
目
標
と
し
た
第
一

次
長
期
基
本
構
想
を
策
定
し
、
市
政

の
総
合
的
・
計
画
的
運
営
の
指
針
と

し
て
諸
施
策
の
推
進
を
図

っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
間
、
石
油
危
機
を
契
機

と
し
て
国
の
経
済
は
大
き
く
転
換
し
、

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段

と
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
の
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
へ

の
動
き
は
産
業
、
経
済
、
文
化
な
ど

『

ー

ら

『

f
己、

ι・E
一、J
r
・-
J
t
、
1
1
叫
d
a
p
-

ミ

九

37号ーー

め
の
い
米
出
川
味
川
寸
J
a
r
-
E
H
a
b
d
t
、

ma巾
て
は
付
ゲ

-

U
「

R
I
h
y
庁

事
業
と
し
て
、
現
住
順
調
こ
進
ん
で

メ

'

L

ア

と
σ 
ロ

邑h

t 
り グ
ま ~g

ノ

を L
o ['1!ト

て戒
し t掛

に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
市
民
意
識
も
心
の
豊
か

さ
を
求
め
、
行
政
に
対
す
る
要
望
も

復
雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
関
越
自
動
車
道
上
越
線
、
北
陸

新
幹
線
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

の
推
進
も
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
次
構
想
の
成
果

こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
の
進
展

に
対
応
し
た
住
み
よ
い
上
田
市
建
設

の
た
め
に
、
第
一
次
長
期
基
本
構
想

の
成
果
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
第
二

次
上
田
市
長
期
基
本
構
想
を
策
定
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
第
一
次
長
期
基
本

構
想
の
中
で
推
進
し
て
き
た
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

都
市
基
盤
と
し
て
の
道
路
の
整
備

は
、
小
牧
橋
架
橋
と
そ
の
取
付
道
路

の
国
分
川
辺
町
線
の
開
通
、
浅
間
山

ろ
く
広
域
牒
道
の
上
田
市
分
の
全
面

開
通
を
は
じ
め
、
大
手
町
下
郷
線
・

秋
和
上
堀
線
の
挫
備
、
市
道
小
島
神

畑
線
の
新
設
な
ど
道
路
網
の
整
備
拡

充
を
図
り
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

生
活
環
境
面
で
は
、
市
営
住
宅
の

:
)
二
+
弘
、川叫

・
1

、

戸
を
新
築
。
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら

は
、
十
か
年
計
画
で
若
朽
化
し
て
い

る
千
曲
町
団
地
の
建
て
替
、
ぇ
事
業
を

県
営
団
地
と
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
第
二
期
計

画
と
し
て
東
部
地
区
、
西
部
地
区
お

よ
び
卸
商
業
団
地
を
、
第
三
期
計
画

と
し
て
北
部
、
塩
尻
地
区
の
合
計
千

四
百
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
挫
備
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
燃
物
処
理
資

源
化
施
設
の
建
設
と
と
も
に
、
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
上
田
市
・

真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
の
ご
み
焼
却

場
の
建
設
お
よ
び
家
庭
雑
排
水
汚
泥

処
理
施
設
も
、
本
年
度
中
に
完
成
の

予
定
で
す
。

公
園
で
は
、
塩
田
自
然
運
動
公
園

を
は
じ
め
、
児
童
公
園
と
し
て
西
部

公
園
、
黒
坪
公
園
お
よ
び
城
南
公
園

の
整
備
は
完
了
し
、
さ
ら
に
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
併
設
し
た
別
所
公
園
、
市

民
の
森
公
園
お
よ
び
長
池
公
園
の
整

備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

産
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
基
盤
整

備
と
し
て
浦
里
北
部
第
二
次
農
業
構

造
改
善
事
業
、
塩
田
南
部
新
農
業
構

造
改
善
事
業
な
ど
の
完
成
を
は
じ
め
、

上
田
東
部
地
区
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
、
塩
田
地
区
県
営
か
ん
が
い

排
水
事
業
、
殿
城
南
部
農
地
開
発
利

用
促
進
事
業
な
ど
の
推
進
を
し
て
い

ヰ守
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トル
，
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に
し

H
f
G
E
J
人
ノ
J
ん

L

排
水
事
業
、
殿
域
南
部
農
地
開
発
利

用
促
進
事
業
な
ど
の
推
進
を
し
て
い

ま
す

0
.

ま
た
、
工
場
用
地
確
保
め
た

ー-m 937 

で
は
初
め
て
の
大
型
団
地
造
成

集
と
し
て
、
現
在
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

労
政
面
で
は
、
地
域
雇
用
開
発
推

進
事
業
の
指
定
を
受
け
、
地
域
の
雇

用
の
促
進
を
図

っ
て
き
て
い
ま
す
。

観
光
で
は
、
別
所
温
泉
駅
周
辺
や

鎌
介
街
道
の
整
備
、
観
光
会
館
の
建

設
な
ど
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
東
塩
田
小
、
中

駈
田
小
、

川
辺
小
、
神
科
小
、
北
小
、

五
中
な
ど
の
校
舎
の
増
改
築
や
城
下
、

川
辺
、
泉
団
地
区
の
児
童
の
急
増
対

策
と
し
て
南
小
学
校
の
新
設
な
ど
施

設
の
整
備
と
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
建
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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創
造
館
は
本
年
度
完
成

社
会
教
育
に

つ
い
て
は
、
中
央
公

民
館
の
移
転
新
築
、
西
部
公
民
館
の

新
築
、
神
川
・
塩
尻
両
地
区
公
民
館
、

同
分
寺
資
料
館
の
建
設
な
ど
生
涯
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
施
設
緩
備

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
文
化
の
振
興

で
は
、
上
田
市
文
化
セ

ン
タ
ー
も
こ

の
六
月
十
日
開
館
の
運
び
と
な
り、

創
造
館
は
本
年
度
完
成
の
予
定
で
す
。

体
育
の
振
興
は
、
塩
田
自
然
運
動

公
悶
内
の
流
水
プ
l
ル

・
総
合
体
育

館
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
の
建
設
、

-蝿
箪
脅

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
聾
備
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
森
公

園
に
は
上
田
市
、
東
部
町
、
真
田
町

共
同
に
よ
る
ス
ケ
ー
ト
場
が
、
本
年

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

社
会
福
祉
で
は
、
社
会
福
祉
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
福
祉
会
館
、
児
童

福
祉
の
面
で
は
東
部
保
育
園
、
東
塩

田
保
育
園
の
新
築
、
室
賀
保
育
園
の

移
転
新
築
、
児
童
遊
園
地
の
整
備
な

ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
福
祉
に
つ
い
て
も
、
健
康
教
室
、

老
人
大
学
、
高
齢
者
学
園
の
開
設
、

報
思
寮
の
増
築
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
移
転
新
築
な
ど
を
し
ま
し
た
。

答
申
は

5
月
2
日
に

提
案
し
た
第
二
次
長
期
基
本
構
想

づ
く
り
に
は
、
一
昨
年
九
月
に
市
議

会
、
自
治
会
代
表
を
は
じ
め
商
工
、

農
業
、
労
働
、
福
祉
、
青
年
、
婦
人

な
ど
各
界
か
ら
十
六
名
の
長
期
基
本

構
想
審
議
会
の
委
員
と
、
五
つ
の
部

会
か
ら
な
る
百
十
四
名
の
策
定
委
員

会
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
策
定

委
員
会
に
お
い
て
原
案
を
策
定
し、

審
議
会
か
ら
五
月
二
日
に
答
申
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。

構
想
策
定
の
基
本
姿
勢

基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
る
基
本
ー

書
勢
と
し
て
ぜ
第
一
に
「
将
来
に
お

け
る
課
題
の
想
定
」
を
あ
げ
ま
し
た
。

関
越
自
動
車
道
上
越
線
、
北
陸
新
幹

線
な
ど
新
た
な
行
政
需
要
に
も
、
可

能
な
限
り
予
想
さ
れ
る
課
題
を
想
定

し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
施
策
や
事
業

を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

第
二
と
し
て
は
「
実
効
性
と
実
現

性
の
確
保
」
で
す
。
施
策
に
は
大
き

な
夢
を
盛
り
込
む
こ
と
を
考
え
る
一

方
、
市
の
財
政
事
情
も
考
慮
し
、
笑

効
性
あ
る
計
画
と
実
現
可
能
な
計
画

を
考
、
え
て
い
ま
す
。
計
画
に
あ
た
っ

て
は
必
要
な
特
定
財
源
を
把
握
し
な

が
ら
、
施
策
、
事
業
の
優
先
度
を
十

分
考
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

第
三
は
「
総
合
性
の
確
保
」
で
す
。

市
役
所
の
各
部
・
課
と
い
う
小
さ
な

行
政
機
構
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

総
合
的
な
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
、
有
機
的
な
連
携
に
配
慮
し
ま

し
た
。

第
四
は
「
ハ

l
ド
か
ら
ソ
フ
ト
を

重
視
す
る
発
想
へ
の
転
換
」
で
す
。

時
代
の
要
請
と
市
民
意
識
は
、
施
設

づ
く
り
な
ど
の
ハ

ー
ド
面
か
ら
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
ソ
フ
ト
面
重
視
の
方

向
に
変
化
し
て
お
り
、
発
想
の
転
換

を
図
る
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

第
五
は
「
国
・
県
な
ど
の
計
画
と

の
整
合
性
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ

の
長
期
構
想
が
実
効
性
を
発
揮
す
る

指
し
て
き
ま
し
た
。

生
活
環
境
面
で
は
、
市
営
住
宅
の

岩

門

伎

、
古
里
団
地
の
二
百
十
一

た
め
に
は
、
国
・
県
・
上
小
広
雄
置

な
ど
の
計
画
と
の
整
合
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
声
を
幅
広
く

第
六
は
「
市
民
意
識
の
反
映
と
職

員
の
英
知
の
結
集
」
で
す
。
こ
の
構

想
が
広
く
市
民
に
理
解
さ
れ
、
身
近

か
な
計
画
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
、
多
く
の
市
民
に
参
加
を
い
た

だ
き
、
各
層
か
ら
の
御
意
見
を
十
分

反
映
し
、
さ
ら
に
職
員
の
発
想
と
英

知
を
結
集
し
て
策
定
に
あ
た
り
ま
し

た
。ま

ず
、
青
年
、
婦
人
、
高
齢
者
、

勤
労
者
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
関
係

の
皆
様
、
ま
た
商
工
、
農
業
、
観
光

関
係
の
皆
様
な
ど
各
界
別
に
市
民
広

聴
を
開
催
し
ま
し
た
。
続
い
て
市
内

十
八
地
区
で
地
区
別
市
民
広
聴
を
実

施
し
、
一
千
人
を
超
え
る
大
勢
の
皆

様
方
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
市
民
広
聴
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く

の
御
意
見
は
、
市
政
を
推
進
す
る
う

え
の
貴
重
な
御
提
言
で
し
た
。

ま
た
、
過
去
三
年
間
に
転
入
き
れ

た
千
二
百
九
十
七
世
帯
を
対
象
と
し

た
市
民
意
識
調
査
、
お
よ
び
在
京
上

田
市
出
身
者
と
の
「
ふ
る
さ
と
上
田

を
語
る
」
を
東
京
で
開
催
す
る
な
ど
、

新
し
い
視
点
か
ら
の
御
意
見
、
御
提

案
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

等
二
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想
は
、

多
く
の
将
来
展
望
を
提
起
し
た
構
成

に
し
ま
し
た
。

第
一
に
は
、
「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

構
想
の
推
進
」
に
よ
り
活
力
あ
る
地

域
振
興
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。
こ
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は

「
産
」
「
学
」
「
住
」
の
三
機
能
が
有
機

的
に
結
合
さ
れ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
で
す
。

こ
の
地
域
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
と
長
年
培
わ
れ
て
き
た
技
術

集
積
を
基
盤
と
し
て
、
既
存
の
都
市

機
能
や
産
業
機
能
を
関
連
さ
せ
な
が

ら
建
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

高
速
交
通
時
代
に
対
応

将
来
展
望
へ
の
課
題
・
第
二
は
「
高

速
交
通
時
代
へ
の
対
応
」
で
す
。
第

二
次
構
想
の
推
進
中
に
は
高
速
交
通

網
が
開
通
し
、
上
田
市
は
大
都
市
近

郊
型
の
都
市
形
態
へ
と
変
革
し
て
ゆ

く
こ
と
が
予
想
き
れ
、
こ
れ
に
対
応

し
た
施
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

高
速
交
通
の
遅
れ
は
上
田
市
の
経
済

交
流
の
沈
滞
化
を
招
く
こ
と
か
ら

一
刻
も
早
い
建
設
実
現
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
北
陸
新
幹
線
は
、
八

月
着
工
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
は

っ
き
り
し
た
見
通
し
は
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
上
田
駅
併
設
に
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伴
う
駅
前
広
場
を
は
じ
め
、
駅
周
辺

の
挫
備
に

つ
い
て
地
元
と
の
具
体
的

な
話
し
合
い
に
入
り
、
そ
の
方
針
を

立
て
た
い
と
考
、え
て
い
ま
す
。

関
越
自
動
車
道
上
越
線
佐
久
以
北

の
強
備
計
画
路
線
格
上
げ
に
つ
い
て

も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

早

期
格
上
げ
、早
期
着
工
を
目
指
し
て
、

関
係
市
町
村
と
密
接
な
連
携
の
も
と

に
国
に
対
し
て

一
層
強
力
に
働
き
か

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
三
は

「
高
度
情
報
時
代
へ
の
対

応
」
で
す
。
我
々
の
住
む
社
会
は
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
た
高

度
情
報
網
が
産
業
界
は
も
ち
ろ
ん
、

家
庭
に
ま
で
普
及
し
て
く
る
と
い
わ

れ
、
産
業
・
経
済
活
動
は
も
と
よ
り

市
民
生
活
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
未

来
型
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
モ
デ
ル

今年度完成を目指して工事が進められ る創造館

えつ広報

都
市

(
テ
レ
ト
ピ
ア
)
の
指
定
を
受

け
る
た
め
、
上
田
市
、
丸
子
町
、
東

部
町
、
坂
城
町
の
一
市
三
町
が
一
体

と
な
っ
て
、
こ
れ
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
一
市
三

町
か
ら
な
る
推
進
協
議
会
を
設
け
、

一
層
の
推
進
体
制
を
組
ん
で
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
然
・
歴
史
も
大
切
に

第
四
の
課
題
は
、
「
快
適
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
市
民
の
生

活
は
「
う
る
お
い
」
や
「
や
す
ら
ぎ
」

を
求
め
る
方
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
自
然
環
境
の
保
全
や
歴
史
的
、

伝
統
的
風
土
に
対
す
る
再
認
識
な
ど

「
物
よ
り
心
」
「
量
よ
り
質
」
へ
と
変

わ
っ
て
き
て
お
り
、
行
政
に
対
す
る

要
望
も
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
伝
統
と
歴
史
に
培
わ
れ
た
美
し

い
街
並
み
や
、
昔
日
の
面
影
を
残
す

地
域
に
市
民
が
気
軽
に
散
策
で
き
る

ル
l
ト
を
設
定
す
る
な
ど
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
に
力
を
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

第
五
の
課
題
は
「
人
生
八
十
年
時

代
へ
の
対
応
」
で
す
。
日
本
人
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
、
明
治
時
代
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
大
き
く
変
ぼ
う
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
の
中
で
、

よ
り
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に

を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
、

ま
た
行
政
も
こ
れ
に
対
応
し
た
い
く

つ
か
の
場
面
を
つ
く
る
と
い
う
、
大

き
な
責
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
も
福
祉
・

教
育
・
労
働
な
ど
の
中
で
多
く
の
場

面
づ
く
り
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

第
二
次
長
期
基
本
構
想
で
は
こ
れ
ら

の
施
策
を
大
き
く
と
ら
え
進
め
ま
す
。

第
六
の
課
題
は
「
文
化
が
根
づ
い

た
地
域
づ
く
り
」
で
す
。
市
民
生
活

に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
行
政
に
、

「
文

化
」
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
が
必
要

で
す
。
人
間
性
や
地
域
性
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
あ
た
た
か
い
心
の
通

う
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。将

来
都
市
像
を
設
定

上
田
市
の
将
来
都
市
像
は
、
第
一

次
長
期
基
本
構
想
に
引
き
続
き
「
あ

た
た
か
い
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
を

設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
す

べ
て
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健
康
で
活

気
に
あ
ふ
れ
、
物
心
と
も
豊
か
で
、

上
回
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
を

も
て
る
か
ま
ち
。
を
、
市
民
と
と
も

に
築
き
た
い
と
考
、
え
る
か
ら
で
す
。

構
想
の
主
要
フ
レ
ー
ム
と
し
て
の

上
田
市
の
将
来
人
口
は
、
こ
れ
ま
で

の
伸
び
率
を
ベ

ー
ス
に
、
浅
間
テ
ク

の
到
来
と
い
う
新
た
な
人
口
要
因
を

加
え
、
昭
和
七
十
年
に
は
十
四
万
人

と
強
気
の
設
定
を
し
ま
し
た
。
世
帯

数
も
、
人
口
増
と
核
家
族
化
の
進
展

で
年
々
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
木

昨
年
六
月
に
太
郎
山
山
ろ
く
で
発

見
さ
れ
た
松
く
い
虫
被
害
木
は
、
昭

和
五
十
九
年
度
四
百
九
十
本
の
伐
採

を
し
ま
し
た
。
本
年
三
月
末
ご
ろ
か

ら
、
さ
ら
に
被
害
が
出
は
じ
め
、
四

月
十
一
日
ま
で
の
第
五
次
調
査
で
は

千
七
百
八
十
本
が
確
認
さ
れ
、
第
六

次
調
査
で
四
千
本
に
及
ぶ
被
害
木
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
総

力
を
挙
げ
て
伐
採
焼
却
処
分
を
急
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
被

害
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
防

除
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正
案

マ
上
田
市
商
工
難
振
興
条
例
の
制
定

東
塩
田
林
間
工
業
団
地
の
造
成
、

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
中
核
都

市
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
商
工

業
の
振
興
は
す
で
に
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
新
た
に
、
住
工
混
在
の

解
消
と
工
場
誘
致
を
主
目
的
と
し
た
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現
槙
膚
舗
の
近

代
化
事
業
な
ど
に
対
し
て
助
成
措
置

を
購
じ
て
、
企
業
立
地
お
よ
び
商
庖

街
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

マ
上
田
市
別
所
温
泉
森
林
公
園
設
置

条
例
の
一
部
改
正

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
公
園
を
、

森
林
浴
な
ど
市
民
の
皆
様
の
健
康
増

進
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
、

森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
を
宿
泊
可
能
な

施
設
に
改
造
し
た
こ
と
に
伴
い
、
使

用
料
金
の
改
定
を
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

だえ

般

会

計

補
正
予
算
案
の
内
容

ー (7)一一一昭和60年 6月16日 広報う

今
回
の
補
正
額
は
、
五
億
七
千
七

百
万
三
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
補
正

後
の
総
額
は
百
九
十
三
億
九
千
四
百

九
十
一
万
三
千
円
と
な
り
、
前
年
同

期
に
対
し
一
・
九
%
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〈歳
入
の
主
な
も
の
〉

市
税
二
億
七
千
六
百
二
十
六
万
六

千
円
、
国
庫
支
出
金
一
億
二
千
九
百

二
十
七
万
六
千
円
、
市
債
一
億
二
百

五
十
万
円
、
県
支
出
金
五
千
三
百
四

十
五
万
二
千
円
な
ど
、
い
ず
れ
も
収

入
可
能
な
範
囲
で
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

-
韓
揖
費

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
推
進
市
民
啓
発

事
業
と
し
て
活
動
団
体
へ
の
補
助
金

八
十
万
円
、
行
政
改
革
推
進
の
た
め

の
諸
経
費
三
十
五
万
円
が
主
な
も
の

で
す
。

*
民
生
費

緑
が
丘
地
区
に
児
童
館
を
建
設
す

る
た
め
の
経
費
が
あ
り
ま
す
。
同
館

は
、
市
内
で
二
番
目
の
児
童
館
と
し

て
建
設
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、
建

物
は
木
造
二
階
建
て
延
べ
二
百
八
平

方
灯
を
予
定
し
て
お
り
、
工
事
費
な

ど
総
額
五
千
四
百
三
十
万
円
余
を
計

上
し
ま
し
た
。

*
衛
生
費

二
年
継
続
事
業
と
し
て
進
め
て
い

る
家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施
設
の
建

設
は
、
今
秋
の
完
成
を
目
指
し
て
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
施
設
の

管
理
な
ど
は
、
外
部
へ
委
託
す
る
計

画
で
、
委
託
料
と
し
て

一
千
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
じ
ん
か
い
焼
却
場
焼
却
炉

の
建
設
は
、
各
方
面
の
御
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
完
成
に
近
づ
い
て
き

て
い
ま
す
。
八
月
ご
ろ
か
ら
、
新
炉

の
試
験
だ
き
及
び
性
能
試
験
が
行
わ

れ
る
見
通
し
と
な
り
、
こ
れ
に
要
す

る
薬
品
、
電
気
料
な
ど
当
面
必
要
な

経
費
と
し
て
上
田
市
負
担
分
一
千
三

百
十
一
万
三
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

よ
り
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に

は
各
自
カ
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

*
島
林
水
産
寮
費

新
規
の
も
の
で
は
、
農
村
集
落
排

水
基
本
計
画
作
成
委
託
料
の
七
百
五

十
万
円
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
農
村

集
落
に
お
け
る
農
業
用
用
排
水
路
の

汚
濁
が
進
む
中
で
、
農
業
振
興
地
域

全
域
を
対
象
と
し
て
、
十
年
先
を
見

越
し
て
基
本
計
画
を
策
定
し
た
い
と

い
う
も
の
で
、
当
面
計
画
作
成
の
た

め
の
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

新
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
、

浦
里
南
部
地
区
に
お
け
る
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
一
棟
の
建
設
に
対
し
、
補

助
金
二
千
二
百
五
十
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
非
補
助
土
地
改
良

事
業
と
し
て
は
、
小
井
田
地
区
ほ
か

四
か
所
を
計
画
し
て
お
り
、
農
道
整

備
事
業
費
四
千
百
二
十
一
万
一
千
円
、

ほ
場
整
備
事
業
費
七
百
九
十
一
万
五

千
円
も
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

*
土
木
賞

交
通
安
全
対
策
の
う
え
か
ら
、
中

之
条
一
四
号
線
の
継
続
事
業
と
し
て

歩
道
設
置
工
事
費
二
千
九
百
八
十
万

円
、
表
西
脇
柳
原
線
の
歩
道
設
置
工

事
費
一
千
七
百
九
十
万
円
を
計
上
。

河
川
の
改
修
工
事
で
は
、
金
窓
寺
川

改
修
に
五
百
八
十
万
円
、
常
田
川
改

修
に
二
千
二
百
八
十
六
万
円
が
あ
り

ま
す
。

公
園
費
関
係
で
は
、
別
所
公
固
め

遊
歩
道
・
修
景
施
設
な
ど
工
事
費
と

の
伸
び
率
を
べ

l
ス
に
、
浅
間
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
の
推
進
と
高
速
交
通
時
代

し
て
、
国
庫
補
助
対
象
事
業
で
ニ
弁

百
六
十
二
万
五
千
円
、
市
単
独
事
業

で
三
千
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

*
教
育
費

川
西
中
学
校
管
理
棟
、
普
通
教
室

の
塗
装
、
改
修
工
事
費
と
し
て
九
百

万
円
の
計
上
が
あ
り
ま
す
。
同
校
は
、

川
西
地
区
の
統
合
小
学
校
に
す
る
計

画
が
あ
り
、
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で

の
三
年
継
続
事
業
と
し
て
改
修
を
進

め
ま
す
。
仮
称
第
六
中
学
校
建
設
は
、

早
期
着
工
を
目
指
し
て
進
め
て
お
り
、

そ
の
前
段
階
と
し
て
建
設
工
事
設
計

委
託
料
二
千
六
百
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
第
二
中
学
校
校

舎
と
管
理
棟
、
塩
田
中
学
校
の
屋
内

体
育
館
を
改
修
す
る
工
事
費
と
し
て
、

二
校
あ
わ
せ
て
八
千
三
百
八
十
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
、
上
田

城
の
西
櫓
(
や
ぐ
ら
)
、
南
櫓
に
引
き

続
き
、
北
櫓
の
保
存
修
理
工
事
を
昭

和
六
十
・
六
十
一
両
年
度
に
わ
た
っ

て
、
事
業
費
五
千
百
八
十
万
円
で
実

施
し
ま
す
。
本
年
度
工
事
費
と
し
て

一
千
八
百
二
十
八
万
一
千
円
を
計
上

し
、
残
り
二
千
六
百
十
万
七
千
円
は

翌
年
度
債
務
負
担
に
し
て
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
信
濃
国
府
跡
確
認
調
査
お

よ
び
埋
蔵
文
化
財
保
護
発
掘
調
査
も
、

引
き
続
き
国
庫
補
助
を
受
け
て
進
め

ま
す
。

下

工

混

在

の

解
消
と
工
場
誘
致
を
主
目
的
と
し
た

工
場
用
地
の
取
得
お
よ
ぴ
工
場
設
置

「心を病む人の家族」の
電話相談を開設

精神障害者家族会では、心を病む人の家族

きんを対象に電話相談を始めました。病める

いっしょに生活している中で出てきた問題や

ていることなど、どんなことでも御相談くだ

相談日は毎週月曜日(祝祭日を除く)の午前

から正午で、電話番号は⑫9056です。

使用済みの乾電池は、透明な

ビニール袋に入れて、週一回の

危険物収集日に、決められた集

積場所へお出しください。

( 生 活 環 境 程 的 川 内線301¥
清掃事務所宮⑫0666 ) 

乾電池の回収に御協力を
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11万市民の家計簿
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の

財
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的

に
財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
下
半

期

(
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら

六
十
年
三
月
三
十

一
日
)
の
財
政
状

号

況

で

す
。
皆
き
ん
が
納
め
ら
れ
た
税

問

金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

第
の
か
、
御
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
る

えつ広報

一般会計(下半期)収支状況 (昭和60年 3月30日現在)

歳出

科 目 予算現額 支出済額 執行率

民 生 費 39億2，225万3千円 36億6，686万9千円 93.5% 

土 木 費 35億2，316万8千円 22{苦9，818万5千円 65.2% 

教 育 費 30億8，663万7千円 29億5，155万l千円 95.6% 

農林水産業費 24億3，623万8千円 18億3，957万2千円 75.5% 

総 務 資 23f意8，364万l千円 22億3，358万1千円 93.7% 

Ij;;、 イ責 費 17憶9，414万円 16億3，323万円 91.0% 

商 工 費 16億 569万5千円 15億 391万9千円 93.7% 

衛 生 費 11億9，969万2千円 10億2，041万8千円 85.1% 

i背 防 費 6億2，899万6千円 6億1，583万6千円 97.9% 

災害復旧費 4億8，100万1千円 3億 94万6千円 62.6% 

労 1動 費 2億5，886万円 2億5，342万3千円 97.9% 

議 tZh三h 費 2億4，707万1千円 2億4，567万2千円 99.4% 

予 備 費 445万円 。0% 

メ口入 計 215億7;184万2千円 185億6，320万2千円 86.1% 

※農林水産業費、土木費及び災害復旧費には、前年度繰
越明許費繰越額または事故繰越し繰越額を含む。

22.7% 

12.0% 

87.9% 

174億1，209万円

及び負担金、国庫支出金、県支出金、繰越金及び

には、前年度繰越明許費繰越額または事故繰越し

を含む。

15億5，593万3千円 1103.0%

収 入 済 額

4億 750万円

l億8，236万5千円

llf意3，602万6千円

15億1，956万4千円

15億1，055万6千円

121.別，197万8千円

51'意 642万3千円

2億7，440万l千円

予算現額

23億5，092万円

17億9，190万円

12億3，854万円

公営企業会計(下半期)収支状況 (昭和60年 3月30日現在)

収入済額

274万6千円

資 本 的 収 支

274万6千円

予算現額

収益的収支

7億2，646万9千円

予算現額 支 出 済額

978万4千円

7億2，284万6千円

979万9千円

8億5，915万円8億6，386万3千円
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金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
、
御
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
る

よ
J

J
前
L

し
ま
す

費生衛

だえ

費
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木費~ 
同教

家庭雑排水汚泥処 理 施 菰 =

写真)、じんかい焼却場の建設

などに力が注がれました。

i いト一一
別所公園 (=写真)の整備、

市営千曲町団地の建設などに

力が注がれま した。

-TI 

品..'-'_.

上田市文化セ ンタ一、南小

学校体育館 (=写真)の建設な

どに力が注がれました。

特別会計(下半期)収支状況

会計名 予算現額 収入済額 収λ.
国民健康保険事業 36億 272万9千円 33億 339万5千円 9~ 

交通災害共済事業 3，154万4千円 3，161万5千円 1ω.2% 
同和資地金等区住貸宅付新事築業 4億 837万7千円 l億9，176万3千円 (1.0% 

土地取得事業 2億2，783万l千円 2億2，786万7千円 1側.0%

公共下水道事業 12億5，156万9千円 6億2，255万9千円 (9.1% 

老 人 保 健 事 業 31億7，706万l千円 28億3，426万7千円 89.2% 

福祉事業センタ一事業 l億3，866万4千円 l億3，058万8千円 9'-2% 

塩田有線放送電話事業 4，070万6千円 3，709万6千円 91.1% 

l口入 計 88{意7，848万l千円 73億7，915万円 831% 

(昭和60年3月30日現鹿}
入歳

-積立金 -育価証券

市
12億1，797万 有 733万5，930円1，217円

財
産

-土 i也 の -建 物

状
151万9，287m' j兄 30万5，340m'

昭和6年3月3 0 0 

-山 手本 .1.主 宅
日

1，679万4，144m'

在現
敷地 23万 993m'

建物 5万9，238m'

(昭和60年3月30日現在)

区 分 一般会計 特別会計 辺口、 計

昭和59年 9月末現在 144億9，464万4千円 60億4，527万9千円 205億3，992万3千円

昭6和0年59年31月0末月日1ま日 かでのら借 入 額 3億8，020万円 l億1，680万円 4億9，700万円

昭6和0年59年31月0末月日1ま日かでのら償還額 3億7，708万7千円 9，998万l千円 4億7，706万8千円

L竺-引ー現j 144億9，775万7千円 60億6，209万8千円 ?05億5，985万5千円

地方債現在高
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16m'まで
(基本料金) 17 - 61m3 61 - 100m' 101 - 6仙 l' I 601m'以上

800円 55x (使用水量) I 62X (使用水量) I 65X (使用水量) I 70 X (使用水量)

一80 一500 -800 -3 ， 800 

表(簡易計算式)の使い方 i 
口径13%、使用水量(2か月)が157m'で公共下水道も使用している場合。

①上水道料金の計算

まず、縦軸で口径 r13%Jの欄を見ます。次に横軸の使用水量の該当する欄を捜します。

この場合157m3ですので r101m3以上」の欄に該当します。縦軸と横軸の交差する欄を見ると、

簡易計算式 r126X(使用水量)-2，400Jが記載されています。この式の使用水量に157m'を代

入しますと、

126X 157-2， 400= 17，382円

となり、端数(一円の位)を整理すると、上水道料金=17，380円……③

が算出きれます。

②下水道使用料の計算

上水道料金と同様に使用水量の該当欄を捜すと r101-600m3Jですので、簡易計算式 r65

X(使用水量)-800J を使用します。

65X 157-800=9，405同 下水道使用料ニ9，405円・・・・・・⑧

③+⑧=  17，380+9，405=26，785円となります。

水道料金早見表(口径13%の場合n
3%で使用水量99m3までの水道料金の早見表ですので、御利用ください。

Om3 I 1 m3 2m3 3m' 4m3 5m3 6m3 7m3 8m3 9m3 

1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 

1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 1，300 1，400 1，500 

1，600円 I1，700 1，800 1，900 2，000 2，100 2，200 2，300 2，400 2，500 

2，700 2，800 2，900 3，000 3，100 3，200 3，300 3，400 3，500 

3，700 3，800 3，900 4，000 4，100 4，200 4，300 4，400 4，500 

4，700 4，800 4，900 5，000 5，100 5，200 5，300 5，400 5，500 

5，715 5，830 5，945 6，060 6，175 6，290 6，405 6，520 6，635 

6，865 6，980 7，095 7，210 7，325 7，440 7，555 7，670 7，785 

8，015 8，130 8，245 8，360 8，475 8，590 8，705 8，820 8，935 

9，165 9，280 9，395 9，510 9，625 9，740 9，855 9，970 10，085 
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水道料金の計算はこのようl
市の水道料金が改定され、 4月使用分から新しい料金に変わりました。

このことについては、 5月16日発行の「広報うえだ」水道特集の中で

お知らせしましたが、今回は水道料金の計算方法について、簡易計算式

により御紹介します。

上下水道料金の簡易計算式 i
① 上 水道料金 (2か月)

述て 16m'まで
17 - 60m' 61 - 100m' 

(基本料金)

13% 1，200円 100X (使用水量)-400 115X(使用水量)-1，300 

20% 2，360円 100X (使用水量)+760 1l5X (使用水量)-140 

25% 3，420円 100X (使用水量)+ 1，820 1l5X (使用水量)+920 

o m' 
1 - 60m' 61 - 100m' 

-J(基本料金)

30% 5，940円 100X (使用水量)+5，940 1l5X (使用水量)+5，040 

40% 9，260円 100X (使用水量)+9，260 1l5X (使用水量)+8，360 

50% I 15，140円 100X (使用水量)+ 15， 140 1l5X(使用水量)+ 14， 240 

75% 34，340円 100X (使用水量)+34， 340 1l5X(使用水量)+33， 440 

100% 56，660円 100X (使用水量)+ 56， 660 1l5X(使用水量)+55，760

101m'以上

126X (使用水量)-2，ω。

126X (使用水量)-1，240

126X (使用水量)-180 

101m'以上

126X (使用水量)+3，例。

126X (使用水量)+7，泌a

126X (使用水量)+

126X (使用水量)+

125% I 85，720円 100X (使用水量)+85，720 1l5X(使用水量)+84， 820 

1時| 肌960円|即 (使用水量)+山 60 115X (使悶)+122山一時)+ 

※ 料金端数の整理

計算の結果出た端数(一円の位)は、次のとおり切り捨てて整理してください。

端 数 が 1、2、3、4の場合一一一→ 0円

(一円の位) 6、7、8、9の場合 一一一一→ 5円

l 料金のおい山 I 

上田市水道局窓⑧9IIDJ・有線⑧[Il:s] I
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お知らせ
「
海
の
家
」
の
御
利
用
を

えつ

「
/
・
只
u
日川

谷
浜
と
能
生

広報

生
活
環
境
標
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

有
線
②

0
6
7
1

毎
年
、
市
民
の
皆
き
ん
に
好
評
の

「
上
田
市
海
の
家
」
を
今
年
も
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
、
谷

浜
海
岸
と
能
生
浜
海
岸
に
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸

l
旅
館
「
飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜
一
三
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

官

0
2
5
5
⑮
2
I
o
-
-
2

937 

品
制
定
釘

σ愛
宥
を

「寝芝きり老人をかかえる家族の会Jの第
T回目ガ、5月30日に市役所で、約50人ガ出
席して開かれました。この会は、正しい介
護法を学ぶとともに、介護者相互の交流も
図ろうというもので、来年3月まで言十6回
開催される予定です。

新
潟
県
能
生
町
七
二
四
九

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
約
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

宮

0
2
5
5
⑮
2
3
1
6

午後 1時一
翌日午前10時

午前10時~
午後 4時

午後 1時~
翌日午後 2時

午前10時一
午後4時

600円

大人4，000円 |小人3，700円

800円 |小人大人

600円

〈申
込
方
法〉

電
話
で
直
接
、
海
の
家
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。
日
帰
り
で
利
用
す
る
場

合
も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
(例
年
、

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て

は
利
用
者
が
集
中
し
ま
す
。
な
る
べ

く
こ
の
期
間
を
避
け
て
計
画
す
る
こ

と
も
考
、
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

、
っ
か
)

な
お
、
予
約
取
り
消
し
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
「
海
の
家
」
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
・
利
用
時
間
〉

別
表
の
と
お
り
で
す
。
宿
泊
さ
れ

る
皆
さ
ん
で
、
こ
の
時
間
以
外
に
利

800円 |小人大人

用
さ
れ
る
方
は
、
部
屋
を
専
用
で
き

ま
せ
ん
。
旅
館
の
指
示
に
従

っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
超
過
時
間
に

つ
い
て
は
、

割
り
増
し
料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
御
ゑ
知
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

管
理
課
住
宅
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
4
5

有
線
②

0
7
4
1

市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
御
希
望
の

皆
さ
ん
は
、
六
月
二
十
日
閃
か
ら
七

月
十
三
日
出
ま
で
に
管
理
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
:・
内
堀
・
桜
台
・
梅
が
丘

(
以
上
二
種
住
宅
)
と
塩
尻
ご

種
住
宅
)

申
込
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
先
が
あ
る
人
で
、
現
に
住
宅

に
困
っ
て
い
る
人
。
同
居
者
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
人
(
そ
の
他
、
特
定
者
に
つ
い

て
は
単
身
者
で
も
よ
い
)
。
収
入
に

つ
い

て
は
、
公
営
住
宅
法
の
収
入

で
、
希
望
す
る
団
地
に
空
室
が
で

き
た
と
き
申
し
込
み
入
居
順
位
に

よ
り
入
居
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

申
込
有
効
期
間
は
、
十
月
三
十

一

日
ま
で
で
す
。

必
要
書
類
・
・
・
管
理
課
に
あ
る
申
込
書

と
入
居
す
る
人
全
員
の
住
民
票
お

よ
び
市
町
村
長
の
発
行
す
る
所
得

証
明
書
が
必
要
で
す
。

世
界
青
年
友
の
会

ジ
ュ
ニ
ア
l
部
の

会
員
を
募
集

青
少
年
課
青
少
年
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
6
8
1

「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」
で
は
、

ジ
ュ

ニ
ア
l
部
(
中
学
生
・高
校
生
)

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
入
会
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
市
青
少
年
課
ま
で

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

活
動
目
的
・:
外
国
の
青
少
年
を
招
い

て
交
流
を
深
め
、
外
国
の
知
識
や

言
葉
な
ど
に
接
す
る
と
と
も
に
、

海
外
文
通
や
外
国
人
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
国
際
感

覚
を
高
め
ま
す
。

例
会
:
・
月
一

回

(
毎
月
第
三
日
曜

日
)

(月)

う篠ill'Ji リ

91> 

めに
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f rg 北
iJi: ) 0 陸
海 2 線
岸 5 谷

5 浜
⑮ 駅
2 下
1 車。
1 車尺

円リ

2 

民
宿
「
か
な
法
ち

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

創
造
館
準
備
室

宮
⑫
1
1
1
1

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
(
上

小
地
区
の
市
町
村
で
構
成
し
て
い
る

組
合
)
で
は
、
市
内
の
倉
升
地
区
に

創
造
館
を
建
設
中
で
す
。

こ
の
建
物

は
、
上
小
地
域
の
中
核
施
設
と
し
て
、

文
化
・
教
育
・
体
育

・
レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
い
く
つ
か
の
施
設
を

設
置
し
た
複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。主

な
地
殻
と
し
て
は
、
文
化
セ

ン

タ
ー
、
児
童
科
学
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
、
図
書
室
、
美
術
館
、
体
育
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

完
成
は
、
本
年
十
二
月
ご
ろ
の
予
定

で
す
が
、
開
館
後
に
は
た
く
さ
ん
の

児
童
、
生
徒
の
来
館
が
予
想
さ
れ
ま

す
。同

組
合
で
は
、
こ
の
よ
う
な
施
設

で
あ
る
創
造
館
の
愛
称
名
を
次
の
要

領
で
採
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

:
官
製
は
が
き
に
愛
称
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
(
ま

た
は
学
校
名
)
を
記
入
し
て
く
だ

f三えつ一(13)一一一ー昭和J60年 6月16日 広報

入
ま って

居 尊 いは
L て 単

入言は 身
居芝 、者

は1公 で
補 と 営も
充)1:主よ
八宅い 55

居逗~~
で の ヰ又 1:
す 収入ぺ
の 入にし

き
い
一
枚
の
官
製
は
が
き
に
愛

称
名
を
い
く
つ
書
い
て
も
け
つ
こ

う
で
す
。

応
募
期
限
・
:
七
月
三
十
一
日
嗣

応
募
先
・
:
〒

3
8
6

上
田
市
大
手

一
ー
一
一
ー
一
六
上
田
市
役
所

内

創

造

館

準

備

室

そ
の
他
・
・・愛
称
名
が
採
用
さ
れ
た
人

に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

6
月
中
は

犬
害
防
止
月
間

上
田
保
健
所
食
品
衛
生
課

宮
⑮
1
2
6
0
内
線

2
4
0

市
彼
所
生
活
環
境
諜

宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
0
2

六
月
は
犬
害
防
止
月
間
で
す
。

こ

れ
は
、
犬
の
危
害
事
故
の
防
止
、
公

害
衛
生
の
向
上
と
社
会
生
活
の
安
全

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

犬
の
飼
育
者
は
、
次
の
点
に
注
意

1

レ
#
ナ
し
ょ
、
つ
。

O
今
年
か
ら
犬
の
登
録
・
注
射
は
年

一
回
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
遅
く

と
も
六
月
末
ま
で
に
は
受
け
て
く

だ
さ
い
。
(
ま
た
七
月
以
降
、
未
登

録
・
未
注
射
の
犬
、
生
後
九
十
一

日
を
過
ぎ
た
犬
は
十
月
に
登
録
・

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
)

O
犬
の
散
歩
に
出
た
と
き
は
、
引
き

綱
を
つ
け
て
、
フ
ン
の
後
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

O
飼
い
犬
や
子
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、

野
犬
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

O
犬
の
避
妊
・
去
勢
手
術
を
希
望
す

る
方
は
、
特
別
料
金
で
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
六
月
二
十
九
日

ωま

で
に
、
保
健
所
ま
た
は
市
役
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
地
の
雑
草
は

所
有
者
の
責
任

生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
0
2

最
近
の
空
き
地
問
題
は
、
雑
草
が

繁
茂
し
た
ま
ま
で
、
廃
棄
物
の
捨
て

場
、
蚊
や
ハ
エ
の
巣
と
も
い
、
え
る
状

態
で
放
置
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま

す
。市

の
「
空
き
地
の
環
境
保
全
に
関

す
る
条
例
」
で
は
、
所
有
者

(
管
理

者
)は
雑
草
を
刈
り
取
る
な
ど
し
て
、

空
き
地
の
整
備
を
常
に
行
う
よ
う
定

め
て
い
ま
す
。
所
有
者
は
、
い
つ
も

空
き
地
の
整
備
を
忘
れ
ず
に
、
少
な

く
と
も
年
一
固
め
除
草
を
習
慣
つ
け

宇品

l
レ
ょ
、
っ
。

包翠
7月の乳幼児健康診査

。受付時間は 、いすれも午後 1時から 2時。

。母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ¥ブラシ(1歳 6

か月児)をお持ちください。また、 l歳6か月児は赤ち ゃん

手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちください。
第 1期

今月の納税は市県民税第 1期です.

納期限 7月1日(月)

納期限内に完納きれますよう御協力

くfごさし、。 年 例
干 会目 安
円費)会 を

言
中 月ゲ
昌三 ~一 一晴

生 回 す
瓦(
百毎
円月

第
高 三
校 日
生 曜

〈収税課管理係官⑫4100内線241・
有

会 士品 腿 5悶~~シ〉 実施日 対 象 児

4か月児
7月 2日 60年 2月16el - 2月28日生

7月16日 60年 3月1日 - 3月15日生

10か月児
7月 4日 59年 8月16日一 8月31日生

7月17日 59年 9月 1日 - 9月15日生
上田市保健セ ンター

7月 5日 58年12月16日 - 12月31日生
fr!if主pfr市庁舎2階) l歳6カ月児

7月24日 59年 1月 1日 - 1月15日生

3 歳児
7月3日 57年 6月 1日 - 6月15日生

Z月19日 57年 6月16日 - 6月30日生

4か月児
7月 9日

60年 2月16日 ー 3月15日生

塩田母子健康センター 10か月児 59年 8月16日 - 9月15日生
(目品目地[且j

l自主6か月児 7月23日 58年11月16日-59年1月15日生

4か月児 60年 2月16日 - 3月15日生

川曲社会悩祉セ/ター 10か月児 7月10日 59年 8月16日ー 9月15日生
( 111 ~当地区 }

l歳6か月兇 58年12月16日-59年1月15日生

民税県市

(市内中学生納税標語入※駐単場カ、手狭のため、なるべく車でのおいでは御遠慮くださし、。
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寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

2
回
目
は

7
月
8
日

保
健
予
防
隈

宮
⑫
4
1
0
0内
線
2
9
0

有
線
②
0
7
2
1

「寝
た
き
り
老
人
を
か
か
、え
る
家

族
の
会
」

が
、
五
月
三
十
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
に
快
適
な
療
養
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
き、

看
護
さ
れ
る
家

族
の
皆
さ
ん
も
健
康
で
介
護
で
き
る

よ
う
に
と
、
来
年
三
月
ま
で
計
六
回

聞
か
れ
ま
す
。

第
二
回
自
の
研
修
会
は
、
七
月
八

日
に
聞
か
れ
ま
す
が
、
今
回
か
ら
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御

出
席
く
だ
さ
い
。

と

き

・:
七
月
八
日
開

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
役
所
南
庁
舎
・
保

健
セ

ン
タ
ー

(二
階
)

対
象
者
・:
寝
た
き
り
老
人
を
か
か
、ぇ

る
家
族

内
容
・
:
家
庭
看
護
講
習

持
ち
物
・
・
・筆
記
用
具
、
新
聞
紙
四
枚
、

か
っ
ぽ
う
着
(
袖
付
き
)
一
枚
、

タ
オ
ル
一
本

申

回

申

し

えつ広報一第 937

B
C陥
予
防

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
六
月
二
十

九
日
出
ま
で
に
保
健
予
防
課
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
:
・
当
日
介
護
を
代
わ

っ
て
く

だ
さ
る
人
が
い

な
い
場
合
は
、
こ

ち
ら
か
ら
介
護
者
が
伺
い
ま
す
の

で
、
申
し
込
む
際
に
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

家
内
労
働
者
の

労
働
条
件
の
向
上
を

上
回
労
働
基
準
監
督
署

宮
⑫
0
3
3
8

現
在
、
各
家
庭
で
内
職
な
ど
を
行

っ
て
い
る
家
内
労
働
者
は
、
県
下
で

約
二
万
九
千
七
百
人
い
ま
す
。
こ
の

人
た
ち
の
労
働
条
件
の
改
善
と
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
家
内
労
働

法
」
が
制
定
き
れ
て
い
ま
す
。

「
家
内
労
働
法
」
に
基
づ
い
て
、

委
託
者
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
納
入
さ
れ
る
物
品
、
工
賃
単
価
、

受
領
し
た
物
品
の
数
量
な
ど
を
記

入
す
る
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
す

る
こ
と
。

②
「
委
託
状
況
届
」
を
最
寄
り
の
労

こ
と
。

こ
命
安
孟
包

リ
i
A

牛
刊
日
二
ツ
、
¥
バ
レ

七
4
F
4
9

。

マ
B 左
C 手
G で

す
今 。

回
グ〉
、ソ

〆、一一
jレ

ク

こ ン

払
う
こ
と
。

④
取
引
状
況
を
記
録
し
た
帳
簿
を
備

え
付
け
る
こ
と
。

⑤
危
険
な
機
械
ま
た
は
有
害
な
物
質

を
貸
与
し
て
委
託
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
に
よ

っ
て
災
害
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
措
置
を
し
て
お
く
こ

〉」
。

最
近
は
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
チ
キ

内
職
」
に
よ
る
被
害
が
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
家
内
労
働
者
の

皆
き
ん
は
簡
単
な
仕
事
で
高
収
入
が

得
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
「
う
ま
い

話
」
に
乗
ら
な
い
よ
う
、
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

市
税
は

納
め
や
す
い
方
法
で

収
税
課
管
理
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
2
4
1

有
線
②
0
6
9
1

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
明

る
く
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
と

し
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
皆
さ
ん
の

-
・
ト
占
ど
ど
こ

K
3
ア

コ

f
ド
デ
忍

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人

①
納
税
組
合
に
加
入
し
て
、
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

②
金
融
機
関
に
届
け
出
し
て
、
預
金

口
座
か
ら
引
き
落
し
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

③
納
税
通
知
書
を
持
参
し
、
金
融
機

関
へ
直
接
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
収
税
課
ま
で
御
連
絡
く
だ
き
い
。

長
寿
園
の寮

母
を
募
集

長
寿
園
事
務
局
宮
⑩
3
1
6
0

長
寿
園
で
は
、
次
の
と
お
り
寮
母

(
一
名
)
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
:
・
昭
和
二
十
五
年
一
月
一

日
か
ら
三
十
年
一
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
女
性

勤
務
条
件
:
・
夜
間
、
早
出
、
休
祭
日

な
ど
の
交
替
勤
務
が
で
き
、
通
勤

可
能
で
健
康
な
人

提
出
書
類
:
①
受
験
申
込
書
、
②
履

歴
書
、
③
住
民
票
、
④
健
康
診
断

書
(
①
②
の
用
紙
は
長
寿
園
に
あ

り
ま
す
の
で
御
使
用
く
だ
さ
い
)

申
込
期
限
・
:
七
月
一
日
間

世
験
科
目
・
:
一
般
教
養
お
よ
び
面
接

申
込
先
・
・
・
上
田
市
大
字
別
所
温
泉

O
九
0
1
一
長
寿
園
事
務
局

簡
保
・
年
金
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集

上
田
郵
便
局
保
険
課

宮
⑫
0
4
9
9

郵
政
省
で
は
、
次
の
と
お
り
「
簡

保
・
年
金
資
金
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
」

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
・
:
簡
易
保
険
・
年
金
資
金
融

資
施
設
を
題
材
と
し
た
明
る
い
作

品
(
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
)

作
品
の
大
き
さ
:
・
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
ト

四
つ
切
り
、
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
三

十
五
ミ
リ
以
上
、
白
黒
四
つ
切
り

応
募
点
数
・
:
カ
ラ

l
、
白
黒
の
部
そ

れ
ぞ
れ
五
点
以
内
(
組
写
真
は
一

組
三
点
以
内
)

応
募
期
限
:
・
七
月
三
十
一
日
側

応
募
方
法
:
・
作
品
の
画
題
、
施
設
名

と
所
在
地
、
あ
な
た
の
住
所
と
氏

名
を
、
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
は
そ
の

マ
ウ
ン
ト
に
記
入
、
カ
ラ
l
プ
リ

ン
ト
お
よ
び
白
黒
は
作
品
の
裏
面

に
応
募
票
と
し
て
は
っ
て
く
だ
さ

iv 
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タ
オ
ル
一
本

申
込
方
法
:
・前
回
申
し
込
み
を
さ
れ

な
か

ウ
た
方
て
、
今
回
か
ら
出
席

B
C
G
予
防
接
種

保
有宮健
纏⑫予
② 4防
o 1標
7 0保
2 0健
1内{系

線
2 
8 
9 

だ

結
紘
予
防
法
に
よ
る
「
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
」
と
「

B
C
G
予
防

接
種
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
下
表
の
各
会

場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

①
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
六

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
、
四
歳
未
満
で
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
を
一
回
も

受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

②
四
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、
前
回

の
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
で
は

陰
性
と
判
定
さ
れ
た
が
B
C
G
接

種
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
(た

だ
し
、
四
歳
以
上
で
未
接
種
の
お

子
さ
ん
は
、
小
学
校
一
年
生
の
と

き
学
校
で
実
施
し
ま
す
)

〈
持
ち
物
〉

問
診
票
(
記
入
し
て
)、
母
子
健
康
手

帳
〈
接
種
方
法
〉

マ
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
:
・
右
手

えつ- (15)-一昭和60年 6月16日 広報

① ② 
工働 「
賃基 委
は 隼 託
、革 状

最皆 I兄
低署 届

か是 を
月 H最
に T寄
ーヲ り
度ご め
支 も 労

に
犠
橿
し
ま
す
・
以
前
に
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
を
受
け
た
お
子
さ
ん
は
、

左
手
で
す
。

マ
B
C
G
・
-
-
今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

判
定
結
果
が
陰
性
の
お
子
さ
ん
に

接
種
し
ま
す
。

〈
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん
〉

①
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
人

②
有
熱
、
ま
た
は
重
症
患
者

③
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者

④
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
使
用
者

⑤
結
核
そ
の
他
疾
病
の
予
防
接
種
、

事 し
Eて
~ ，立

子 次

コσ〉

f し、

7ず
才L

ミ 力、

r ~ 皆
、、さ

ん
σ3 

い
ま
す
。

外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が
認

め
ら
れ
る
人

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人

〈
そ
の
他
v

①
今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

の
結
果
、
陽
性
・
疑
陽
性
者
に
は

再
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
七
月
三
十
日
に
再
び
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
を
お
受
け
く
だ

き
い
。

②
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
お

月
一
日
間

試
験
科
目
:
・
一
般
教
養
お
よ
ぴ
面
接

室
量

E
E
rI

t
+
a
p
r
E
、
〕

ヰィ

I
v
h
I

F

通
知
し
ま
す
。

子
さ
ん
は
、
二
週
間
を
経
過
し
て

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
・

③
B
C
G
予
防
媛
種
を
受
け
た
お
子

き
ん
は
、
一
か
月
間
ほ
か
の
予
防

接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
問
診
票
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月

一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
織

り
込
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り

離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
そ
の

他
の
お
子
さ
ん
の
問
診
票
は
、
会

場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

昭和60年度ツベルクリン反応嶋査、判定・BCG接種目程表

ぢdルムf実〆E応槍査Z証S 
直

4Z3三、 士暴 名 対 象 I也 区

C G B 

(月火日7 2 ) (月村4 日7 

塩図母子健康センター 中塩団地区

神川地区公民館 神川北地区・上(沢大屋) ・岩下・みすず台南・みすず台

月3 7 月5 7 
三好町 会 館 城泉下団地条地区区・千((小曲半牧町過)・・ 諏中訪村形・朝・ニ日好ケ丘町・・須御所)11)・中之

嗣日 幽日 上野が丘公民館 神豊科殿井地地区区・金(井畑山・金・神剛寺科新)屋・野竹・西野竹・笹

月7 月7 
上田市保健センター 西部地が区丘北。(((下生秋上紺家和城川屋原北ー・柳町常上塩磐町緑結町尻が鍛が丘)・丘下冶西塩町鎌尻西)原脇 ー新新屋町 踊諏
(市役所南庁舎2階)

塩北部尻訪地地部区区 ) 
9 11 
日 日
(刈 同

川 辺町会館
川辺地区-築(( 上福地田・原東・地川辺~町・倉升・下之条・神

泉団畑地区 田・築吉田

1月7 0 
出月1日7 2 

上田市保健センター 中央部池北地新大巨区図手((横町回町原・梅柳上・野紺馬町町場屋町町愛丸宕堀・木上町町町房ー上)山原鍛町・下冶・袋町 ・
(市役所南庁舎2階) 北 ・柳下町川 房町山)・

制日
塩田母子健康センター 東塩田・西塩田.5}IJ所地区

付1月7 日7 吋 値1月日7 9 卦

川西社会福祉センター 川西地区 | 

神川地区公民館 神川地黒坪区・(下国青分木・下・上堀青・木上堀・梅)が丘・久保林・

月7 月7 上田市保健センター 東部地回区ー常町((踏入北天大入材神手・木泉町町町町南本天上下町神常常・町松国町尾)泉町中平常)国 北常 I

23 25 
(市役所南庁舎2階) 南部地末広区 鷹匠町

日 日
(火)同 上野が丘公民館 神科地大久区保(富・士長見島台・川・岩原門・・伊染勢屋山・)蛇沢・山口・

り34Qb 多併i4 上田市保健センター
再(検今回日のツベルクリン反応が陽性・疑陽性者)(市役所南庁舎2階)

※時聞は各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

※駐車場が込み合うため、なるべく車でのおいてbは御遠慮ください。

Jj'(、
便 募 いに
局先。 );I';
保 ・ 募
険お 要

課問 とJ
へい し

合 て
わ は
せ っ

て
上 〈
回 だ
郵 さ

市
内
大
学
(
長
野
大
学
・
上
田
女
子

短
期
六
学
・
信
州
大
学
繊
維
学
部
)
の

学
生
が
、
六
月
二
十
三
日
制
に
「
統

一
上
田
市
学
生
文
化
交
流
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
(
愛
称
・
上
田
の
森
)
」
を
開

催
し
ま
す
。

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
る
こ
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
学
生
聞
の
親
睦

や
市
民
の
皆
き
ん
と
学
生
と
の
交
流

を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で
、

聞
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企

画
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
勢

の
皆
き
ん
御
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

六
月
二
十
三
日
日
午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
(
雨
天
の
場
合
は
六
月
三

十
日
目
)

〈
と
こ
ろ
〉

上
田
公
園
(
本
丸
内
)

〈
内
容
〉

O
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
ー
フ
ィ

l
リ
ン

グ
カ

ッ
プ
ル
、
上
田
の
森
コ
ン
テ

ス
ト
、
の
ど
自
慢

O
サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
H
H
お
馬
と
遊
ぼ
う

O
露
庖
H
H
綿
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
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『圃詳

えつ

h
p

ヘ
リ
で
松
く
い
虫
被
害
木
を
搬
出

広報

品
川
民
地
区
の
太
郎
山
山
ろ
く
で
は
、

5
月
幻
日
か
ら

6
月
日

日
ま
で
、
松
く
い
虫
に
よ
り
枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
約

5
千
本
を
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
出
す
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業

は
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、
被
害
木
は

へ
リ

3
機
で
秋
和
の
上
田
バ
イ
パ
ス
現
場
に
運
び
降
ろ
さ
れ
た

後
、
子
山
川
沿
い
の
半
過
で
焼
却
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

月1H 

号

~1日1番凶

!トトト卜片川~~竺竺竺出~2空竺叫205づ05リ
¥ゴ
j 

4真田神社境内にミニ茶室

上回公園の真田神社境内に酒樽(さかだる )2 

ってい造った茶室が、 6月1日設置されました。 こ

の樽は、 100年ほど前のもので、これに畳 をt激い

たり、出入口を作ったりして改造した高さ約2.

5 : ~ 、直径約 2 :~のミニ茶室です。

( 6月7日現伝)

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品

の
紹
介
を
し
ま
す
。

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り

引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
o

l
-
-
I
l
l
i
t
-
-
-」
活

す

)
一

器

一生

九

ま

型

サ

沸

一
L
H
ね

問

中

キ

一

湯

一
U
M
か

ド

ク

は

L

ラ

間

一
J

臼
〆

J
v
h
リ

コ

叫

ト

ト

バ

神

イ

一
民
消

針

ベ

ラ

セ

コ

川

サ

カ

ツ

ス

い

一
J

E

ケ

叫

九

州

わ

鰍

鵠

「

l

川

ド

内

相

関

吋

蛸

粕

一が
軽
釦

ど

/

ン

一

フ

濯

蔵
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